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１．地域年金展開事業の概要（1/2）

地域年金展開事業
年金制度の周知、理解、支援のネットワークの構築

①地域連携事業（自治体、企業、関係機関等での説明会
実施やHP掲載、チラシ設置の依頼）

②年金セミナー事業（学校での年金セミナー実施）
③地域相談事業（自治体、関係機関、商業施設、イベン

ト会場等での出張年金相談）
④年金委員活動支援事業（情報の提供、研修会の実施）
⑤地域年金事業運営調整会議の開催

・市区役所、町村役場
・教育庁、教育委員会
・民生委員
・自治会
・社会福祉施設、公共施設
・商業施設 等

自治体等
・都道府県社会保険労務士会
・全国健康保険協会都道府県支部
・都道府県社会保険委員会連合会
・(財)都道府県社会保険協会
・商工会、商工会議所 等

関係団体
・地方厚生(支)局
・都道府県労働局
・ハローワーク

等

厚生労働省

関係機関

支援

年金委員

職域型 地域型
支援・拡大

連
携

協
力

年金制度の周知
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地域年金展開事業の主な取組
◆公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との連携協力のもと『年金制度
説明会』や『年金セミナー』、『出張年金相談』等を実施します。

◆また、日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者か
らなる『地域年金事業運営調整会議』を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

年金委員を対象とした研修会の開催や、各種冊子・チラシ等、
活動に役立つ情報を提供。

年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行
う事業への意見・助言を行うため、学識経験者や関係機関等を
委員として都道府県単位に設置。

地域年金事業
運営調整会議

・職員が自治体や民間企業、関係団体等に出向き、事務担当者
や従業員向けの年金制度説明会を実施。
・市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本
年金機構が行う事業の周知、ポスター・チラシの掲示や設置、
配付の依頼等。

地域連携事業

職員が、大学や専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年
金セミナーを実施。学生納付特例制度の申請窓口の開設や、パン
フレットの掲示や設置、配付の依頼等。
大学での年金相談や学生納付特例制度の周知依頼等。

年金セミナー
事業

年金事務所から遠方の地域住民の利便性などのニーズに応える
ため、市区役所・町村役場や大規模商業施設、イベント会場等
で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。

地域相談事業

１．地域年金展開事業の概要（2/2）

◆なお、今年度は新型コロナウイルス感染防止に配慮した取組を実施しています。
《本来の取組内容》 《コロナ禍での取組内容》

アプローチは原則、
電話・文書とし、
相手先より要請が
あった場合に限り、
感染防止対策を講
じ対面形式で実施。

原則、書面開催とし、
委員に文書（資料）を
送付する。

原則、電話・文書による
活動。対面による場合は
感染防止対策を徹底。

地域状況を鑑み相手先
より要請があった場合
に限り、感染防止対策
を講じ対面形式で実施。
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（１）事業の取組状況

① 自治体との連携

・ 市町村職員を対象とした国民年金事務新任担当者研修会や国民年金事務担当者研修会を開催しました。事前のニー
ズ調査や開催時のアンケート調査により、ご要望に沿った形での研修を実施し、日頃の疑問点の整理や意見交換を行いま
した。

今年度開催の研修においては、国民年金適用関係届出の留意事項や年金局からの事務取扱いに関する連絡事項等を
主に説明しております。

・ 上記の市町村職員担当者研修会のほかに、盛岡では市町村に貸与している端末機器の操作等研修を管内の全市町へ

出向いて行い好評でした。

・ 市町村に対する情報誌「かけはし」を奇数月に発行し、制度改正内容や事務手続きにかかる留意事項、受給者・被保険

者に向けた送付物の内容等の情報提供を行い、連携強化を図りました。
また、盛岡においては「かけはし」号外として、偶数月にも受給者・被保険者に向けた発送物の内容等の情報提供を継続

しております。

事務所名
令和元年度
実施回数

令和元年度
出席人数

令和２年度
目 標

令和２年度
実施回数

令和２年度
出席人数

達成割合
令和２年
１２月以降の
計画回数

盛岡 ３回 ３６人 ３回 ２回 ２４人 ６７％ １回

一関 １回 １３人 １回 ３回 ３８人 ３００％ ０回

宮古 ２回 １４人 ２回 ２回 １２人 １００％ ０回

花巻 １回 ６人 １回 １回 ４人 １００％ ０回

二戸 １回 ６人 １回 １回 ９人 １００％ １回

合計 ８回 ７５人 ８回 ９回 ８７人 １１３％ ２回

○ 地域連携事業
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・ 市町村発行の広報誌への公的年金制度に関する掲載依頼を行い、県内全ての市町村において複数回の記事掲載を

していただき、地域住民へ制度周知を行いました。

・ 市町村からの国民年金事業及び地域年金展開事業に対する更なるご理解を賜るべく、市町村長等への制度説明及び

協力要請を行いました。

・ 今後より一層の連携強化を目指し、県内全ての市町村へ「岩手県地域年金事業運営調整会議」の資料を提供し、年金

制度周知の協力依頼を行いました。

・ 全市町村に「わたしと年金」エッセイ募集ポスターの掲示とリーフレット設置をしていただきました。

また、１１月は「ねんきん月間」周知用ポスターの掲示とチラシの設置にもご協力をいただきました。

・ 新型コロナウイルスの影響から県内市町村の成人式がオンライン開催や延期等になりましたが、多数の市町村のご協

力のもと成人式用リーフレット配布をしていただき、新成人への年金制度ＰＲを行いました。

・ 県内全市町村より、年金相談予約制のポスター・リーフレットの設置へご協力をいただきました。

5
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② 関係団体との連携

● 全国健康保険協会岩手支部との連携

各年金事務所において全国健康保険協会岩手支部と連携して年金委員等研修会を開催、制度改正等について事業所への

周知を図りました。

● 岩手県社会保険協会との連携

岩手県社会保険協会発行の「社会保険いわて」に記事の提供を行い、制度改正等について事業所への周知を図りました。

● 岩手県社会保険労務士会との連携

毎月、定例会議を実施し、各年金事務所の相談窓口の業務委託状況や課題等について情報共有・協力連携を図りました。

また、街角の年金相談センター盛岡（オフィス）の運営や各年金事務所の年金相談窓口と市町村等での出張年金相談窓口

の委託をし、お客様にとって身近で便利な窓口として連携を図っております。

● 岩手県商工会議所連合会・岩手県商工会連合会との連携

各年金事務所において岩手県商工会議所連合会・各商工会議所・岩手県商工会連合会・各商工会を訪問し、「公的年金制

度説明会のご案内」・「厚生年金保険・健康保険制度のご案内」のパンフレットの設置をしていただき、「わたしと年金」エッセイ

募集や予約年金相談の周知用ポスター・リーフレットの設置につきましてもご協力をいただきました。

● 報道機関との連携
報道機関２７社へ「わたしと年金」エッセイ募集、「ねんきん月間」及び「年金の日」、「第１回岩手県年金ポスターコンクール」

募集等の周知・協力要請を行いました。
コミュニティＦＭでは、「予約相談」、「ねんきんネット」等に関する放送をしていただき、自営業・農業従事者や主婦等をター

ゲットとしたPRを行いました。（盛岡、二戸）
また、ラヂオもりおかで放送している「やはラヂ！」では、公的年金制度についてほぼ毎日放送されており、昨年度からは新

たに葛巻町の町営テレビを活用した制度広報も始めました。
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中間総括 今後の対策

・ コロナ禍でありましたが、盛岡管内における市町に出向いての端

末操作研修や担当者との打合せ・意見交換の実施をはじめ、全年金

事務所において市町村職員へ業務別・階層別の研修会の開催、国民

年金事業にかかる市町村長等への制度説明及び協力要請を行い、

市町村との連携・協力体制の向上を図りました。

・ 今後も市町村職員のニーズをお聴きしながら研修会の開催だ

けではなく、随時各市町村へ出向いて情報提供や意見交換等

を行い、更なる市町村との連携強化を図ってまいります。

また、国民年金事業に対するご理解を賜るべく、市町村長等

への協力要請についても、引き続き行ってまいります。

・ 市町村及び関係団体との連携により、予約相談やねんきんネット

の普及・利用拡大を目的として、ポスター・リーフレットの掲示・設置

や市町村広報誌へ公的年金制度の記事掲載をしていただき周知

広報にご協力をいただきました。

・ これまでの取組を継続し、各種制度広報等の周知・啓発のた

め、自治体を始めとした関係団体等と連携を図りながら広報を

進めてまいります。

また、予約相談やねんきんネットについても関係機関に対する

協力依頼を実施し、更なる普及拡大に努めてまいります。

・ 新型コロナウイルスの影響から、例年に比べて講師の派遣は少な

い状況でしたが、関係団体等から研修会や講習会等へ講師派遣の

要請があり、感染防止対策を徹底のうえ年金制度説明会を行いまし

た。

・ 年金制度説明会については、新型コロナウイルスの影響によ

り実施が厳しい状況にありますが、引き続き市町村や関係団体

等へのアプローチ・連携を図ると共に、積極的に講師派遣を進め

てまいります。

また、お客様や関係者への新型コロナウイルス感染防止等の

観点から、オンラインによる制度説明会の運用について推進して

まいります。

（２）中間総括と今後の対策

● その他

・ 地域市民後見人養成講座に講師派遣し、年金制度説明を行いました。（盛岡）

・ 若者就労支援団体に講師派遣し、制度説明を行いました。（一関）

・ 岩手県労働者福祉協議会の退職準備サポート研修会に講師派遣し、制度説明を行い

ました。（盛岡、花巻）

・ マザーズハローワーク女性向けセミナーに講師派遣し、制度説明を行いました。（一関）

いちのせき若者サポート
ステーションでの制度説明の風景
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（１）事業の取組状況

① 年金セミナー開催に向けたアプローチ状況

・ 岩手県教育委員会や岩手県高等学校長協会等の関係機関の協力を得て、
中学校、高校へ年金セミナーの周知を図っていただきました。

・ 各年金事務所において、大学、短大、各種学校、高校、中学校に対して年金セミナー開催に向けたアプローチ(協
力要請）を行っております。
なお、中学校へのアプローチについては「第１回岩手県年金ポスターコンクール」実施にかかる協力依頼と併せて

取り組みました。

アプローチ実施状況

※高校内の（ ）は、盛岡所属地域年金推進員が各事務所管内の学校へアプローチを行った件数の再掲分

○ 年金セミナー事業

事務所名 大学、短大 各種学校 高校 中学校 合計 【参考】
令和元年度末

盛岡 １校 ２３校 ２５校（２５） ４８校 ９７校（２５） １０５校

一関 ２校 １０校 ２１校（１９） ３７校 ７０校（１９） ７２校

宮古 ２校 １校 １０校（ ０） ２５校 ３８校（ ０） ３８校

花巻 １校 ４校 １３校（ ０） ２５校 ４３校（ ０） ２５校

二戸 ― ２校 １１校（ ０） １９校 ３２校（ ０） ３４校

合計 ６校 ４０校 ８０校（４４） １５４校 ２８０校（４４） ２７４校

二戸管内での高校における年金セミナーの風景
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② 年金セミナー実施状況

・ アプローチ（２８０校）を行った結果、下記のとおり１１月末までに８校実施し、１２月以降は３５校の年金セミナーの実施が
予定されています。

事務所別実施状況 ※（ ）内は実施回数

教育機関別実施内訳 ※（ ）内は参加者数

教育機関 令和元年度末 令和２年度

大学・短大 ５校（ ８２５名） ０校（ ０名）

各種学校 １２校（ ４６７名） ３校（ １６８名）

高等学校 ３３校（２，７７１名） ５校（ ４２９名）

中学校 ３校（ ４８名） ０校（ ０名）

合計 ５３校（４，１１１名） ８校（ ５９７名）

事務所名 令和元年度末 令和２年度目標 令和２年度 達成割合
令和２年
１２月以降
申込状況

盛岡 １５校（１７回） １５校 ３校（ ４回） ２０％ ８校

一関 ９校（ ９回） ９校 ２校（ ３回） ２２％ ７校

宮古 ４校（ ４回） ４校 ０校（ ０回） ０％ ４校

花巻 １２校（１２回） １２校 １校（ １回） ８％ １２校

二戸 １３校（１３回） １３校 ２校（ ２回） １５％ ４校

合計 ５３校（５５回） ５３校 ８校（１０回） １５％ ３５校

花巻管内での年金セミナーの風景

9

令和２年11月末現在

令和２年11月末現在



年金セミナーアンケート結果（年金に対するイメージ）

※「まあ良い」以上の評価が講義前の４４％に対し、講義後は９１．８％と大きく増加。

●セミナー後も「3.どちらとも言えない」「4.あまり良くない」「5.悪い」を選択した理由

10

講義前

講義後 53.3%

13.4%

38.5%

30.6%

5.5%

44.3% 10.3% 1.4%

1.5%

0.0%

１．とても良い ２．まあ良い ３．どちらとも言えない ４．あまり良くない ５．悪い 無回答

1.1％

0.1％

1.5％

13.2%

7.9%

34.2%

0.0%

44.7%

５．その他

４．年金セミナーの内容に関心を得られなかったから

３．将来、自分が年金をもらえると思えなかったから

２．自分に年金の必要性を感じなかったから

1．年金制度は複雑で難しいと感じたから
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522件 

選択肢

理解できた

8件 

○世代と世代の支え合い

理解できた 525件 

理解できなかった 3件 

無回答 18件 

回答 選択肢 回答

回答

○保険料の納付は国民の義務○２０歳になったら国民年金に加入

520件 理解できた

○３種類の給付制度

18件 

524件 

4件 

回答選択肢

理解できた

理解できなかった

無回答

選択肢

無回答 18件 

7件 

無回答 17件 

理解できなかった 理解できなかった

96%

1% １．理解できた

２．理解できなかった

無回答

96%

0.5%

3.5%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

96%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

95%

1.5% １．理解できた

２．理解できなかった

無回答

1%
3%

3%

3.5%



12

「あり」の場合（複数回答）

保険料負担と給付

5件 

0件 

その他

無回答

17件 

21件 

遺族年金

特になし 466件 

公的年金は破綻しない

保険料の免除制度

12件 

20件 

17件 

11件 

回答

6件 

7件 

63件 

無回答

11件 

選択肢 回答

２階建て構造

老齢年金

○詳しく説明してほしい内容の有無

あり

選択肢

世代と世代の支えあい

障害年金

85%

12%
3%

１．特になし

２．あり

無回答

0.0%

4.5%

19.1%

15.5%

18.2%

10.9%

10.0%

6.4%

10.0%

5.5%

無回答

９．その他

８．免除制度

７．破たんしない

６．負担と給付

５．遺族

４．障害

３．老齢

２．２階建て構造

１．世代と世代の支えあい

○年金制度は必要か

選択肢 回答

必要 498件 

必要ない 9件 

無回答 39件 91%

１．必要

２．必要ない

無回答

7%2%



③ 地域年金推進員

学校との連絡・調整や生徒へのプレゼン能力に長けた教員ＯＢ２名を「地域年金推進員」として委嘱し、県内の高校を中

心に年金セミナーの開催及び「わたしと年金」エッセイの応募について協力依頼を実施しており、効果的にセミナー開催へ

繋げております。

④ 関係団体への協力依頼、連携状況
岩手県教育委員会へ高校及び中学校への公的年金制度に関する啓発、周知事業に係る協力依頼を行い、教育長名

により各学校長及び市町村教育委員会教育長あて、年金セミナー開催及び「わたしと年金」エッセイ募集、「第１回岩手県

年金ポスターコンクール」への協力依頼の周知を図っていただきました。

⑤ 「わたしと年金」エッセイ応募結果

岩手県教育委員会への協力依頼のほか、市町村・図書施設・主要公民館・コミュニティセンター・ＪＲ駅にポスター等の

設置にご協力いただいたほか、新たに商業施設・県内主要郵便局・交通機関への協力依頼も行いました。

今年度の応募結果は以下のとおりでした。県内の教育機関（高校）から初めて応募もあり、目標とした７名以上の応募を

達成することができました。

⑥ 「第１回岩手県年金ポスターコンクール」
東北厚生局、岩手県教育委員会等７団体に後援をいただき、県内の中学生を対象に公的年金を身近に感じていただく

ため、年金をテーマとしたポスターを募集しました。

応募締切は令和３年１月２２日までとしており、審査結果の発表は令和３年２月下旬の予定です。

高校への感謝状授与式の風景

一般
学生

合計
中学生 高校生 専門学校 大学生

全国 54名 8名 877名 1名 2名 942名

東北 12名 0名 10名 ０名 1名 23名

岩手県 3名 0名 10名 ０名 ０名 13名
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「わたしと年金」エッセイ 令和２年度作品

厚生労働大臣賞 北海道 吉田 勇太 様（３０代 男性）

私は２１歳のときから障害年金を受け取っている。大学で部活動中の事故による怪我が
原因で右足を切断、障がい者となったためだ。
ただ、障害年金の請求手続は私が行ったわけではない。車いすでの生活に加え、リハビ

リや義足作成のため通院以外の外出は難しく、母が役所の年金担当に相談し、必要書類を
揃え申請した。
実は２１歳での障害年金の申請はハードルが高い。障害年金制度には、すべての国民が

国民年金へ加入する２０歳から傷病の初診日までの間に一定期間以上年金保険料を納付、
免除もしくは学生の保険料猶予（学生納付特例）を受けていなければ障害年金がもらえな
い「納付要件」というルールがあるからだ。保険料を支払わず放置していると、怪我や病
気によってどんなに重い障がいを負ったとしても、「もしもの時の生活保障」となる障害
年金を受け取ることはできない。
事故当時２１歳だった私は２０歳の国民年金加入から約１年半と年金加入期間が短く、

その半分以上の期間について保険料が納付、又は免除・猶予されていなければならなかっ
た。このため、たった１ヵ月の「未納期間」が、「納付要件」という条件クリアに大きな
影響を与えてしまうのだ。
20歳当時学生だった私が「将来障がい者になり、障害年金を申請する立場に置かれる」

ことまで考えているはずもなく、「20歳の国民年金の加入手続」も「学生納付特例手続」
も全て私の20歳到達とともに母が仕事の合間に役所で手続をしてくれていた。私は母に
言われるがまま学生納付特例手続に必要な「学生証の写し」をコピーし、母のもとへ郵送
しただけだ。母が私の学生納付特例手続を行っていなければ、私は障害年金を受け取るこ
とができないどころか、手術費用や入院費用、その後の義足作成費用などの負担が重くの
しかかっていただろう。
事故後、障害年金の手続を役所で行った際、私の年金記録を確認した年金担当から母は

こう言われてそうだ。「お母さん、息子さんの学生納付特例、ちゃんとしておいてよかっ
たですね」と。母はいつも「当然のことをしたまでだ」とは言うが、母もまさか自分の息
子が障がい者になるとは夢にも思ってはいなかっただろうし、きちんと私の年金の手続を
してくれていたからこそ、私の今の人生があることを考えると、感謝してもしきれない。
そんな私はどのような巡りあわせか、現在市役所で年金担当として働いている。日々年

金手続の受付業務の中で、当然「学生納付特例手続」を受付するのだが、学生本人や母親
などの現役世代の方は「年金と言えば高齢者がもらう老齢年金」という認識が強い。「学
生納付特例なんてする意味があるの��」「保険料なんて支払う義務なんてあるの��」「少
子高齢化で私たちが高齢者になったら年金はもらえないんでしょ��」といった質問を数多
く受ける。そんなときは現役世代が支払う保険料と高齢者の方が受け取る年金の関係など
「公的年金制度の仕組み」の説明や、自分自身の経験などを踏まえながら「障害年金や遺
族年金など、納付や免除をすることであなた自身に起こるかもしれない、転ばぬ先の杖と
なるような年金があるんですよ」というお話をさせていただき、納得していただいた上で、
保険料の納付や免除・猶予手続を進めていただいている。
一方で、日々の業務の中で窓口対応をしていると、初診時に年金に加入していない、保

険料の納付が少ないことで納付要件を満たすことができないなどの理由により、残念なが
ら障害年金の受給に結びつかなかった方と接することもある。「早く教えてくれれば私
だって加入や納付・免除手続をしたのに…」「市役所の年金担当から案内されたことが無
い…」「障害者手帳があるのに年金担当から教えてもらえなかった…」といったご指摘を
受けることも多い。「年金は申請主義」と言えばそれまでなのだが、本来受け取ることが
できたかもしれない年金が受け取れない状況が生まれないよう、「案内を行う側」である
私がもっと「公的年金制度」について情報をお客様へ伝えていかなければならないと日々
痛感している。
年金業務に携わる者としていつも心がけていることがある。年金の手続・相談に来られ

た方で、杖をついていたり、障害者手帳や療育手帳を持っていたり、「うつ」などの精神
障害を患われて退職した方などには「障害年金をご存知ですか��」という質問を意識的に
行うことだ。その方の傷病や障がいがすぐに年金申請に結びつかなかったとしても、「障
害年金の制度自体を知らなかった」、「私の病気で障害年金を申請できると思わなかった」
といった言葉をいただくことが多い。
市役所の年金担当職員として、老後の年金だけでなく、予期せぬ事故後の生活を助ける

障害年金や、大切な人を失われた遺族の生活を保護する遺族年金など、公的年金制度の大
切さについて、少しでも多くの人に伝えていくことが事故後の生活を公的年金制度に助け
られた私の大切な使命であると思っている。
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（２）中間総括と今後の対策

中間総括 今後の対策

・ 岩手県教育委員会や岩手県高等学校長協会等関係機関の

ご協力、地域年金推進員との連携を図りながら年金セミナー開

催のアプローチを実施しております。

これまでの運営調整会議においていただいたご提案を踏ま

え、１１～１２月頃に年金セミナー未実施校への再アプローチと

次年度開催依頼も併せてアプローチを行っております。

また、新型コロナウイルスの影響により、上期においては年

金セミナーの開催依頼は低調でしたが、１２月以降は前年度並

みの申込となっており、３密を避けるためセミナーの実施を複数

回に分けて行う学校が増えている状況です。

・ 前年度以上の年金セミナー実施に向け、各教育機関のご要

望やスケジュールをお聞きしながら、地域年金推進員の連携に

より次年度開催も併せたアプローチを行ってまいります。

また、未開催の学校についても粘り強くアプローチを継続して

いきます。

新型コロナウイルス感染防止に対応するため、従来の対面

による年金セミナーについては感染防止対策を徹底したうえで

行います。さらに、非対面型としてオンライン形式やＤＶＤ動画

提供による実施も合わせたアプローチを行ってまいります。

・ 「わたしと年金」エッセイ募集については、教育機関への年金

セミナーアプローチにおいて、周知・応募依頼を行いました。

また、ポスタ―・リーフレットの設置依頼を図書館・公民館等

のほか、商業施設・県内主要郵便局・交通機関にも枠を広げて

行った結果、昨年度の７名を上回る１３名からの応募があり、そ

のうち高校生１０名からの応募がありました。

・ 次年度に向けて、更なる学生からの応募を目指し、年金セミ

ナーアプローチおよび年金セミナー開催時における周知・応募

依頼は必須とし、協力依頼先も更に拡大しながら、一般の方の

目に触れる場所や施設等に対する周知・広報活動を進めてま

いります。

・ 東北厚生局等７団体の後援をいただき 、県内の中学生を対

象とした「第１回岩手県年金ポスターコンクール」を開催し年金

をテーマとしたポスター募集を行いました。

また、中学校の年金セミナー開催については年金ポスターコ

ンクールの協力依頼と併せて勧奨を行ってまいりましたが、新

型コロナウイルスの影響により１１月末現在で実施がありませ

んでした。

・ 中学生の年金制度の理解を深めるためにも年金ポスターコ

ンクールのＰＲと併せて粘り強く年金セミナー開催のアプローチ

を行ってまいります。

また、新型コロナウイルス感染防止に対応するため、高校・大

学等と同様に対面型のセミナーのほか、非対面型のオンライン

形式やＤＶＤ動画提供による実施も合わせたアプローチを行っ

てまいります。
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○ 地域相談事業
（１）事業の取組状況
① 市町村での出張相談

お客様の利便性向上を図るため、遠隔地に出向き新型コロナウイルス感染防止対策を講じて出張相談を実施しました。

② ハローワークにおける離職者説明会での国民年金説明会の実施
ハローワークにおいて、離職者の方々へ国民年金の加入、納付、免除の手続きに関しての説明会を実施し、国民年金

にかかる手続きの周知と納付漏れ防止の対策を図りました。
なお、新型コロナウイルス感染症対策の影響により、ハローワークにおける離職者説明会が時間と規模を縮小しての開

催となり国民年金説明会は一時中止（盛岡、花巻、二戸）、又は１２月以降に再開（一関）となっています。

開催年金事務所 実施回数 参加人数

一関（ハローワーク一関） １回 １８名

宮古（ハローワーク宮古・釜石） ２６回 ３５９名

花巻（ハローワーク花巻） １回 １５名

事務所名 実施場所及び実施回数 実施回数
相談者数
（合計）

盛岡
八幡平市役所（毎月１回）、岩手町ゆはず交流館（毎月１
回）、紫波町役場（奇数月）、葛巻町役場（偶数月）

２４回 ２５７名

一関
陸前高田市役所（偶数月）、大船渡市役所（毎月１回）、
奥州市役所本庁【水沢】（奇数月）、
奥州市生涯学習センター【江刺】（偶数月）

１４回 １９９名

宮古 釜石市青葉ビル（毎月１回） ６回 １１８名

花巻 遠野市役所（毎月１回） ８回 ９３名

二戸 久慈市文化会館（毎月２回） １５回 ２３７名
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（２）中間総括と今後の対策

中間総括 今後の対策

・ 今年度の前半は新型コロナウイルス感染拡大の状況を踏ま

えたお客様の安全配慮のため、市町村と協議のうえ出張年金

相談を見送りとした時期もありましたが、現在は例年同様、年

金事務所が遠い地域の住民への利便性を確保するため出張

年金相談を実施しております。

・ 市町村での出張年金相談は、地域住民の利便性を確保すべく、

引き続き市町村との連携を図りながら実施してまいります。

また、市町村広報誌においても記事掲載の協力を得て周知に

努めてまいります。

・ ハローワークでの国民年金制度説明会は、新型コロナウイ

ルス感染症対策の影響から、離職者説明会が時間と規模を縮

小しての開催へ変更となったことから、開催場所により通常開

催になるまで一時中止となっておりますが、国民年金関係の

資料配付についてご協力をいただいております。

・ 国民年金手続きや保険料の納め忘れの防止、失業による特例

免除制度の周知等を進めるうえでは、ハローワーク説明会は貴

重な機会であり、引き続き協力連携を図りながら継続して実施し

てまいります。

・新型コロナウイルス感染症の影響で昨年度まで参加していた

市町村の産業まつり等が中止になり商業施設等での出張年金

相談会の実施が出来ませんでした。

・ 今後とも地域住民の相談機会を増やすため、市町村、各関係

機関と連携を図り出張年金相談会を実施してまいります。

また、新型コロナウイルス感染予防の観点から、従来とは異な

る新しい形式での実施方法につきましても今後検討してまいりま

す。
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○ 年金委員活動支援事業

（１）事業の取組状況
① 年金委員への研修会実施状況

・ 職域型年金委員に対しては、全国健康保険協会岩手支部と連携して研修会

を開催したほか、各地区社会保険委員会が主催する研修会等へ講師を派遣し

年金制度の概要や法律改正についての周知を図りました。また、年金委員の

表彰伝達式にあわせて研修会を実施しました。

・ 地域型年金委員に対しては、「地域型年金委員活動の手引き」、「支えあい

～年金委員だより～」、各種活動支援のポスターやリーフレットを提供しながら

地域での制度周知や広報を依頼しました。

事務所名

職域型 地域型

令和元年度末 令和２年度 令和元年度末 令和２年度

実施回数 参加者数 実施回数 参加者数 実施回数 参加者数 実施回数 参加者数

盛岡 ５回 ４６９名 ２回 ３４名 ４回 ３２名 ２回 ４名

一関 ３回 １７０名 ３回 １３８名 ４回 ２１名 ２回 ３名

宮古 ４回 １０８名 ３回 ７８名 １回 ６名 ２回 ４名

花巻 ３回 ７４名 ３回 ６５名 ３回 １０名 ３回 ２名

二戸 ２回 ６１名 １回 ８名 ４回 １１名 ３回 ８名

花巻管内での年金委員研修会の風景
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② 年金委員表彰の実施

・ 多年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々を対象とした年金委員功労者表彰伝達式を、新型

コロナウイルス感染症対策を講じたうえで、全国健康保険協会岩手支部、岩手県社会保険委員会連合会及び岩手県社会

保険協会との共催により開催しました。開催状況は下記のとおりです。

開催日 令和２年１１月１８日（水）

開催場所 ホテルメトロポリタン盛岡「ＮＥＷ ＷＩＮＧ」

表彰対象 厚生労働大臣表彰 ２名

日本年金機構理事長表彰 ５名

日本年金機構理事表彰 １２名

③ 年金委員の委嘱拡大に向けた取組

・ 全年金事務所で、職域型年金委員が委嘱されていない事業所を対象に、年金委員制度の周知及び委嘱の推薦依頼を

行いました。 また、辞退届提出の際の後任者の推薦依頼も引き続き行いました。

さらに、職域型年金委員が委嘱されている事業所については複数名設置の協力依頼も行っております。

・ 地域型年金委員については、岩手県社会保険労務士会や岩手県年金協会を中心に地域型年金委員制度の周知及び

委嘱の推薦依頼を行いました。

また、市町村発行の広報誌を活用して年金委員制度の周知・委嘱勧奨を行ったところ、年金委員の推薦に繋がっており今

後も継続して取り組んでまいります。

年金委員表彰伝達式の風景

年金委員 令和元年度末 令和２年度目標 令和２年度 目標比

職域型 ２，２９６名 ２，３３０名 ２，２６２名 ▲６８名

地域型 ７１名 ８０名 ７６名 ▲４名
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中間総括 今後の対策

・ 年金委員研修会については、新型コロナウイルス感染拡大

の影響を踏まえ、開催時間や規模を縮小し感染防止対策を講

じた対面形式により実施している状況です。

毎年、集合研修として東京で行われていた全国年金委員研

修が、今年はコロナ禍のためオンラインによるテレビ研修として

県内各事務所に集まり人数を縮小して１１月下旬に行われまし

た。

・ 年金制度の概要や改正等について、職域型年金委員及び

従業員の方へ周知・展開すべく、地域型年金委員の方も含めて

研修会を複数回開催できるように全国健康保険協会岩手支部

と連携しながら関係団体への協力依頼と働きかけを行ってまい

ります。

また、職域型年金委員へ広報誌「職域型年金委員つうしん」

を新たに作成し、令和３年１月から定期的に情報提供を行って

まいります。地域型年金委員へも引き続き広報誌「支えあい」

や各種リーフレット等を提供しながら地域での制度周知・広報

の協力依頼を行ってまいります。

なお、コロナ禍における年金委員研修会の開催方法について

今後検討してまいります。

・ 年金委員委嘱拡大の取組について、職域型年金委員は年

金委員の未設置事業所へ文書勧奨のほか、退職等により解嘱

申出のあった事業所には後任者の委嘱勧奨も実施しておりま

すが、推薦がいただけない状況にあり委嘱数が減少しておりま

す。

地域型年金委員については、高齢者が多いこともあり、新た

な委嘱拡大が重要課題となっております。

そのため、岩手県の民生・児童委員の担当部署や社会福祉

協議会等の団体へ協力依頼を行いましたが、厳しい状況です。

また、岩手県年金協会や岩手県社会保険協会等の各団体に

対して集会等での委嘱勧奨や会報誌へ年金委員募集の記事

掲載等の協力依頼も継続して取り組んでいる状況です。

・ 職域型については、年金委員のメリットをＰＲしながら年金委

員未設置事業所への勧奨、年金委員設置事業所には複数人

の設置勧奨を引き続き取り組んでまいります。

また、全国健康保険協会岩手支部の協力も得ながら委嘱勧

奨を行ってまいります。

・ 地域型については、市町村広報誌への年金委員募集の記

事掲載が委員委嘱に繋がっていることから、今後も継続して

取り組みを行うほか、民生・児童委員に限らず自治会や町内会

役員等への協力依頼も行ってまいります。

（２）中間総括と今後の対策
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○「ねんきん月間」「年金の日」の取組

厚生労働省との連携により、１１月の「ねんきん月間」において、公
的年金制度の普及・啓発活動を展開しました。

また、１１月３０日（いいみらい）の「年金の日」には公的年金制度を
身近に感じ理解を深めていただくことを目的とした取り組みを、関係
各機関のご協力もいただきながら実施しました。

「ねんきん月間」の主な取組

年金委員功労者表彰伝達式の実施（全年金事務所）

年金委員研修会の開催（全年金事務所）

市町村役場等における出張年金相談の開催（全年金事務所）

市町村年金担当職員に対する事務研修会の開催（一関・宮古）

年金制度説明会の開催（一関・宮古・花巻）

教育機関における年金セミナーの開催（盛岡・一関・二戸）

市町村広報誌、コミュニティＦＭ、町営ケーブルテレビを活用した年金制度の周知広報（盛岡・二戸）

年金委員功労者表彰伝達式前の研修会の風景
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○ 岩手県地域年金事業運営調整会議

地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がるよう地域

における支援のネットワークを構築し、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として地

域年金事業運営調整会議を開催しております。

なお、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染防止対策のため資料送付による書面開催として

おります。

令和２年度第１回会議

【 開催日 】 令和２年７月

【 議事内容 】 令和元年度岩手県地域年金展開事業の結果について

令和２年度岩手県地域年金展開事業の計画について

令和２年度第２回会議

【 開催日 】 令和３年１月

【 議事内容 】 令和２年度岩手県地域年金展開事業の中間報告について

令和３年度岩手県地域年金展開事業の計画（案）について
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令和２年度第１回岩手県地域年金事業運営調整会議のご意見について

平成３０年度第１回岩手県地域年金事業運営調整会議時の意見について

事業種類 ご意見の内容 対応状況

地域連携事業

自治体との連携により研修会を開催しているが、
一関、花巻、二戸においては達成割合が５０％以
下になっている。この主な要因についてどのよう
に分析しているか。

また、達成割合の向上についてどのように対応
していくのか。

市町村職員の研修会は、例年、上期に新任担当者、下期に全
事務担当者を対象に開催しており、昨年度、一関では一関と奥
州の各市役所本所のほか、各支所職員へも研修を実施する予
定でしたが、日程調整ができない中で新型コロナウイルス感染
症が発生し、研修会を中止せざるを得ず、花巻と二戸も同様に
新型コロナの影響で中止となりました。

なお、自治体との連携は研修会のみではなく、随時各事務所
から各市町村に出向いて制度説明や情報提供、意見交換を
行っており、市町村職員のニーズをお聴きしながら連携を図っ
てまいります。

また、国民年金事業に対するご理解を賜るべく市町村長等へ
の協力要請についても引き続き行ってまいります。

年金セミナー事業

学校へのアプローチ時期について、次年度の年
間スケジュールを作成する１２月頃までに実施す
るのがベストと考える。年度が替わってからの要
請行動は効果が期待できない。

例年６～７月に「わたしと年金」エッセイの募集と併せて行って
いた年金セミナー開催のアプローチに加え、昨年度いただいた
ご意見のとおり１１～１２月にも次年度開催に向けたアプローチ
を進めているところです。

高校で年金セミナーを実施する場合、進路決定
した３年生に対象を絞ると年度後半の実施に偏っ
てしまうので、年度前半で総合的探究の時間を活
用した１・２年生での実施を検討するべきである。

年金セミナーの実施対象は、３年生に限定してはおらず、学
校側のご要望をお聴きしながら対応しております。今後も各学
校のご要望やスケジュール等に合わせて実施してまいります。

新型コロナウイルス感染症の影響により、高校
現場では多くの講演会やセミナーを中止している
のが現状である。３密を回避できる会場の確保が
困難であり、学年単位の人数が入れる大教室を
有している高校は少ない。むしろ、学級減が進ん
でいる小規模校の方が会場確保が容易と思われ
る。

今年度は新型コロナウイルス感染防止に対応するため、従来
の対面による年金セミナーについては感染防止対策を徹底した
上で行います。

また、非対面による年金セミナーとして、希望する教育機関等
には年金セミナー用動画（ＤＶＤ）とアンケート用紙を送付し、後
日アンケートを回収する運用も行っております。
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貴重なご意見をいただきありがとうございました。
運営委員の皆様からいただいたご意見を、「岩手県地域年金展開事業」の事業推進に確実に反映させるよう、今後努めてまいります。

事業種類 ご意見の内容 対応状況

その他

共通して「総括・分析」の記述はインプット内容となっ
ており、具体的な課題認識を踏まえた内容とすべきで
ある。

「今後の対策」については様々な取組を行うにあたっ
て工夫すべき点や改善点を明記した記述にすべきで
ある。

いただいたご意見を踏まえ、より具体的な総括、分析、対応方針や
改善策をお示しできる会議資料を作成してまいります。

総じて、実施事業（インプット）についての記述となっ
ており、結果はまとめられているが、結果の要因分析
に至っていない印象を受けた。

ＰＤＣＡサイクルを回して、改善する点や強化、拡充
する具体的取組に言及すべきである。

いただいたご意見を踏まえ、より具体的な総括、分析、対応方針や
改善策をお示しできる会議資料を作成してまいります。
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一関年金事務所の取組

○【ご紹介】年金事務所における取組事例

・管内の高等学校及び専門学校において年金セミナーを開催

・ハローワーク一関において年金制度説明会を開催

・管内の市町職員を対象とした研修会を開催（研修テーマは事前アンケートにより決定）

・奥州市（水沢、江刺地区）、陸前高田市及び大船渡市において出張年金相談所を開設

・職域型及び地域型の年金委員向け実務研修会を管内3地区（一関、奥州、沿岸）において開催

・管内の市町に対し予約相談及びねんきんネット利用促進の協力依頼、広報誌への掲載依頼を実施

・管内の中学校に対し岩手県年金ポスターコンクール応募の電話勧奨を実施

・管内の図書館及び高等学校に対し「わたしと年金」エッセイ募集のポスター掲示、リーフレット配置を依頼

・「ねんきん月間」に合わせ、住田町において年金相談会を開設

一関管内での年金セミナーの風景 一関管内での年金委員研修会の風景
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事務所別事業中間状況（令和２年４月～令和２年１１月）
盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

４月

地域連携事業

年金セミナー

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１４人）
・岩手町 （相談者１１人）
・葛巻町 ( 相談者１０人）

・ハローワーク一関での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（１回出席者１８人）

・出張相談の開催
・奥州市 （相談者１６人）

・出張相談の開催

・久慈市（１回） （相談者１６人）

・ハローワーク花巻での免除制度
等説明会（１回 出席者１５人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者１２人）

年金委員活動支援
・職域型年金委員に出張相談の受
付を依頼（４人）

その他

・第1回年金ポスターコンクール実

施にかかる後援依頼（岩手県教育
委員会、岩手日報社、ＮＨＫ盛岡放
送局、岩手県社会保険労務士会、
全国国民年金基金連合会岩手支
部、岩手県社会保険協会）
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

５月

地域連携事業

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内８市町）

・岩手県社会保険労務士会総会に出
席し、コロナ感染拡大影響に伴う臨時
的措置（厚年保険料の特例猶予制度、
国年保険料の特例免除等）の周知に
かかる協力依頼

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町）

・市町村向け広報誌「かけはし」の
提供(管内７市町村)

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町村）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内４市町）

年金セミナー

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１５人）
・岩手町 （相談者１０人）
・紫波町 ( 相談者１０人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者２５人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者８人）

年金委員活動支援

・管内５町村へ地域型年金委員に
ついて説明し推薦を依頼

その他

・矢巾町のコミュニティラジオ「やはラ
ジ」で年金制度等情報発信依頼

・葛巻町運営のテレビ放送での年金制
度情報発信依頼
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

６月

地域連携事業

・管内市町国民年金新任担当者
研修会（１３人）

・いちのせき若者サポートステー
ションで年金制度説明会（７人）

・管内市町国民年金新任担当者研
修会（１９人）

・岩手県年金協会両磐分会の依頼
により総会配付資料（予約相談、ね
んきんネット、エッセイ募集）を送付

・管内市町村国民年金新任担当者
研修会（７人）

・管内市町村国民年金新担当者会
議で制度説明（９人）

年金セミナー

・年金セミナーアプローチ及び年金
エッセイ募集周知依頼

岩手県教育委員会
岩手県高等学校長協会

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１４人）
・葛巻町 （相談者７人）
・岩手町 ( 相談者８人）

・ハローワーク宮古での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（３回出席者６１人）

・出張相談の開催

・釜石市 （相談者２６人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者３３人）

・出張相談の開催

・遠野市 （相談者１２人）

年金委員活動支援

・地域型年金委員へ「地域型年金委員
の手引き」を送付

・地域型年金委員へ「地域型年金
委員の手引き」を送付

・地域型年金委員に対し広報誌「支
えあい」、「知っておきたい年金のは
なし概要版」、「ねんきんネット」利用
案内リーフレット等を送付

・地域型年金委員の依頼により地
域老人クラブの説明会資料（知って
おきたい年金のはなし、予約相談、
ねんきんネット、エッセイ募集）を送
付

・職域型年金委員あて委嘱解嘱届
出勧奨(５０事業所)

・地域型年金委員へ「地域型年金
委員の手引き」を送付

・地域型年金委員向け広報誌送付

・地域型年金委員へ「地域型年金
委員の手引き」を送付

・地域型年金委員向け広報誌送付

・管内７町村へ地域型年金委員に
ついて説明し推薦を依頼

・地域型年金委員へ「地域型年金
委員の手引き」を送付

・地域型年金委員向け広報誌送付

その他

・エッセイ募集、予約相談のポスター、
リーフレットを配布し協力を依頼

〇商工会議所連合会、商工会連合
会、盛岡商工会議所、管内市町、
全国健康保険協会岩手支部、商
業施設、管内文化会館、教育会館
大学・短大、ＪＲ各駅、ＩＧＲ、バス
会社、盛岡中央郵便局（主要郵便
局）、アイーナ、マリオス、管内公
民館、図書館、てがみ館、あらえ
びす記念館 （３６４０枚）

・第1回岩手県ポスターコンクールの実
施及び、エッセイ募集、年金セミナーに
ついて県内中学校あて文書送付

・一関図書館に対しエッセイ募集ポ
スター掲示・リーフレット配置を依頼、
併せて市内7図書館へのポスター・
リーフレットの配付及び掲示等の周
知を依頼(１３６枚)

・管内市町（一関市を除く）の図書館
（１０館）に対しエッセイ募集のポス
ター・リーフレットを送付し、館内へ
の掲示及び設置を依頼（１７０枚）

・管内市町村国民年金新任担当者
研修会において、エッセイ募集ポス
ター及びリーフレットを配布し、ポス
ター掲示及びリーフレット配置依頼

・カシオペアＦＭへ年金エッセイ募集
の広報依頼

・文書にて管内市町村へ年金相談
予約制、年金エッセイ募集への協
力を依頼。（14枚）

・管内図書館へ年金エッセイ募集周
知依頼（８枚）

・出張年金相談日程周知のため沿
岸市町村、岩手県社会保険協会の
広報誌掲載の協力依頼
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

７月

地域連携事業

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内８市町）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町）

・市町村向け広報誌「かけはし」の
提供(管内７市町村)

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町村）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内４市町）

・管内市町村国民年金担当者研修
会（４人）

年金セミナー

・年金セミナーアプローチ及び年金
エッセイ募集周知依頼

高校４７校、中学校2校

・年金セミナーアプローチ及び年金
エッセイ募集周知依頼

高校２０校

・年金セミナーアプローチ及び年金
エッセイ募集周知依頼

専門学校２校、高校１３校

・年金セミナーアプローチ及び年金
エッセイ募集周知依頼

大学１校、専門学校４校、高校１３
校

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１２人）
・岩手町 （相談者８人）
・紫波町 ( 相談者１０人）

・出張相談の開催
・奥州市 （相談者１６人）
・大船渡市 （相談者１５人）

・ハローワーク宮古での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（２回出席者３９人）

・ハローワーク釜石での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（２回出席者２３人）

・出張相談の開催
・釜石市 （相談者１７人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者３５人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者１８人）

年金委員活動支援

・地域型年金委員向け広報誌送付 ・職域型年金委員委あて委嘱解嘱
届出勧奨（３２事業所）

・職域型年金委員に出張相談の受
付を依頼（４人）

・管内７市町へ地域型年金委員の
推薦協力依頼

その他

・エッセイ募集及び予約相談のポス
ター、リーフレットを配布し協力を依
頼

ＪＲ各駅、八幡平市図書館、
バス会社（２５６枚）

・予約相談のポスターチラシ設置依
頼

金融機関、県内県立病院、岩手
医科大学付属病院

（５２３１枚）

・葛巻町運営のテレビ放送での年
金制度情報発信依頼

・７市町へ今後の広報及び年金委
員制度周知依頼

・管内市町へエッセイ募集のポス
ター・リーフレットを配付し周知協力
依頼（２５２枚）

・エッセイ募集ポスター掲示及び
リーフレット設置について電話依頼
（管内図書館及びセンター内図書
室）
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

８月

地域連携事業

年金セミナー

・年金セミナーアプローチ及びエッ
セイ募集周知依頼

大学1校、専門学校３２校

・年金セミナーの実施
盛岡商業高等学校
（受講者２４２人）

・年金セミナーアプローチ及びエッ
セイ募集周知依頼

短期大学２校、専門学校１校、
高校９校

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者８人）
・岩手町 （相談者１３人）
・紫波町 ( 相談者６人）

・出張相談の開催
・奥州市 （相談者１５人）
・大船渡市 （相談者１４人）
・陸前高田市 （相談者１３人）

・ハローワーク宮古での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（２回出席者３１人）

・ハローワーク釜石での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（１回出席者６人）

・出張相談の開催
・釜石市 （相談者１８人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者２８人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者１０人）

年金委員活動支援

その他

・エッセイ募集及び予約相談のポス
ター、リーフレットを配布し協力を依
頼 ＪＲ各駅（６３枚）

・矢巾町のコミュニティラジオ「やは
ラジ」で年金制度等情報発信依頼

・管内７市町に対し事務所周辺地図
を配付し、予約相談リーフレットと併
せ来所希望者に案内するよう依頼
(９００枚)

・沿岸３市町に対し広報誌へ年金予
約相談周知の記事掲載依頼

・エッセイ募集ポスター掲示及び
リーフレット管内図書館等へ送付
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

９月

地域連携事業

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内８市町）

・岩手県労働者福祉協議会主催の
退職準備サポート研修会へ講師派
遣（３９人）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町）

・市町村向け広報誌「かけはし」の
提供(管内７市町村)

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町村）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内４市町）

・岩手県労働者福祉協議会主催の
退職者サポート研修会へ講師派遣
（２５人）

年金セミナー

・年金セミナーアプローチ
専門学校３校

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１２人）
・岩手町 （相談者１１人）
・紫波町 ( 相談者１２人）

・出張相談の開催
・奥州市 （相談者１３人）
・大船渡市 （相談者１５人）

・ハローワーク宮古での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（４回出席者６６人）

・ハローワーク釜石での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（３回出席者２９人）

・出張相談の開催
・釜石市 （相談者２０人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者３６人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者１４人）

年金委員活動支援

・職域型年金委員に出張相談の受
付を依頼（４人）

・管内７町村へ地域型年金委員に
ついて説明し推薦を依頼

その他

・予約相談のポスターチラシ設置依
頼

管内２５医療機関（６２５枚）

・予約相談、ねんきんネット周知協
力依頼

岩手県地域官公庁苦情相談連絡
協議会（２９枚）

・矢巾町のコミュニティラジオ「やは
ラジ」で年金制度等情報発信依頼

・葛巻町運営のテレビ放送での年
金制度情報発信依頼

・一関市へねんきんネット利用促進
及び予約相談周知の協力依頼

・来所した農協職員へ予約相談チラ
シ及び国民年金保険料口座振替チ
ラシを手交し、農協窓口への設置
依頼

・管内市町村へ国民年金保険料口
座振替及びクレジットカード納付促
進の協力依頼及びパンフレット等設
置依頼

・ハローワーク宮古へ職員向け年
金制度説明会開催勧奨
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

１０月

地域連携事業

・管内市町国民年金担当者へ国民
年金事務、年金給付事務に関する
研修会を実施（１１人）

・盛岡地域市民後見人養成講座へ
講師派遣（３０人）

年金セミナー

・年金セミナーの実施
岩手リハビリテーション学院
（受講者６６人）

・年金セミナーアプローチ
短期大学２校、専門学校１校、
高校９校

・年金セミナーアプローチ
高校３校

・年金セミナーの実施
二戸高等看護学院
（受講者３２人）

・年金セミナーの実施
北上翔南高校（受講者４０人）

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１１人）
・岩手町 （相談者１２人）
・葛巻町 ( 相談者１０人）

・出張相談の開催
・奥州市 （相談者１６人）
・大船渡市 （相談者１５人）
・陸前高田市（相談者１５人）

・ハローワーク宮古での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（３回出席者５０人）

・ハローワーク釜石での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（３回出席者２７人）

・出張相談の開催
・釜石市 （相談者１９人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者３２人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者９人）

年金委員活動支援

・職域型年金委員委嘱解嘱勧奨（６
４事業所）

・職域型年金委員未設置事業所へ
委嘱勧奨（１８事業所）

・職域型年金委員へ「ねんきん月
間」「年金の日」周知にかかるポス
ター及びリーフレット送付

・年金委員研修会
大船渡市（職域型４２人）

・職域型年金委員へ「ねんきん月
間」「年金の日」周知にかかるポス
ター及びねんきんネットリーフレット
送付

・地域型年金委員へ「ねんきん月
間」「年金の日」周知にかかるポス
ター送付

・職域型年金委員に出張相談の受
付を依頼（４人）

・全国健康保険協会における健康
経営宣言事業所に対し、年金委員
の推薦依頼案内を送付

（３０事業所）

・職域型年金委員へ「ねんきん月
間」「年金の日」周知にかかるポス
ター及びリーフレット送付

・全国健康保険協会における健康
経営宣言事業所に対し、年金委員
の推薦依頼案内を送付

（１１４事業所）

・地域型年金委員向け広報誌送付

その他

・矢巾町のコミュニティラジオ「やは
ラジ」で年金制度等情報発信依頼

・各市町発行の広報誌への公的年
金関係記事掲載依頼

・管内市町国民年金理事者へ運営
調整会議資料を配布し、地域年金
展開事業に対する協力依頼

・金ヶ崎町、奥州市へねんきんネッ
ト利用促進及び予約相談周知協力
依頼

・コミュニティＦＭ（ハーバーラジオ）
へ年金制度広報の無料放送枠につ
いて依頼

・管内市町村へ国民年金保険料口
座振替及びクレジットカード納付促
進について広報誌への掲載依頼及
び予約相談への協力依頼及び設置
依頼

・カシオペアＦＭにて「ねんきん月間、
ねんきんネットの利用について」放
送内での原稿読み上げ依頼
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盛岡 年金事務所 一関 年金事務所 宮古 年金事務所 二戸 年金事務所 花巻 年金事務所

１１月

地域連携事業

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内８市町）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町）

・マザーズ就職支援セミナーにて年
金制度説明（１５人）
・沿岸３市町年金担当職員研修会
（４人）
・内陸４市町年金担当職員研修会
（１５人）

・市町村向け広報誌「かけはし」の
提供(管内７市町村)

・管内市町村事務担当者給付事務
研修会（５人）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内７市町村）

・市町村向け広報誌「かけはし」
の提供（管内４市町）

・岩手県社会保険労務士会花巻支
部研修会（１８人）

・花巻市役所役職員へ制度説明（４
人）

年金セミナー

・年金セミナーの実施
盛岡外語観光＆ブライダル専門

学校（受講者７０人）

・年金セミナーアプローチ及び年金
相談会の勧誘

大学・短期大学２校、専門学校１０
校、高等専門学校１校
・年金セミナーの実施

一関第一高等学校(定時制)
（受講者２１人）

一関学院高等学校（受講者80人）

・年金セミナーアプローチ
高校１校

・年金セミナーの実施
福岡工業高等学校

（受講者４６人）

地域相談事業

・出張相談の開催
・八幡平市 （相談者１２人）
・岩手町 （相談者９人）
・紫波町 ( 相談者１２人）

・出張相談の開催
・奥州市 （相談者１７人）
・大船渡市 （相談者１４人）
・住田町 （相談者５人）

・ハローワーク宮古での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（４回出席者６９人）

・ハローワーク釜石での免除制度
ねんきんネット等の説明会
（２回出席者１９人）

・出張相談の開催

・釜石市 （相談者１８人）

・出張相談の開催

・久慈市（２回） （相談者３２人）

・出張相談の開催
・遠野市 （相談者１０人）

年金委員活動支援

・年金委員功労者表彰式及び研修
会
・全国年金委員研修会
・地域型年金委員連絡会

・地域型年金委員向け広報誌及び
「ねんきん月間・年金の日」ポスター
等送付

・岩手県社会福祉協議会へ地域型
年金委員の委嘱協力依頼

・年金委員研修会
一関市
（職域型４０人、地域型２人）
奥州市

（職域型５６人、地域型１人）

・地域型年金委員に対し広報誌「支
えあい」を送付

・職域型年金委員に出張相談の受
付を依頼（４人）

・年金委員・健康保険委員合同研
修会

宮古市（２回）
職域型５７人、地域型３人

釜石市
職域型２１人、地域型１人

・地域型年金委員連絡会
・全国年金委員研修会
・地域型年金委員向け広報誌送付
・職域型年金委員へ「年金の日」
「ねんきん月間」リーフレット、ポス
ター周知依頼
・管内市町村へ職域型・地域型年
金委員推薦依頼

・地域型年金委員連絡会
（二戸地区４人・久慈地区２人）

・全国年金委員研修会

・花巻地区年金委員研修会
（花巻税務署と共催）

職域型３１人、地域型２人
・北上地区年金委員研修会

（花巻税務署との共催）
職域型２０人

・遠野地区年金委員研修会
（釜石税務署と共催）

職域型１４人
・年金委員在職事業所に対し、委員
の複数推薦依頼書及び、「ねんきん
月間」、「年金の日」の周知用ポス
ター等を送付（３５１事業所）
・全国年金委員研修会

その他

・「年金の日」にかかる周知ポスター
設置依頼

盛岡駅、公共施設（計４か所）
・各市町発行の広報誌への公的年
金関係記事掲載依頼

・矢巾町のコミュニティラジオ「やは
ラジ」で年金制度等情報発信依頼

・葛巻町運営のテレビ放送での年
金制度情報発信依頼

・管内中学校へ年金ポスターコン
クール応募の電話勧奨

・平泉町へねんきんネット利用促進
及び予約相談周知協力依頼

・管内中学校へ年金ポスターコン
クール応募の電話勧奨

・管内中学校へ年金ポスターコン
クール応募の電話勧奨

・カシオペアＦＭの番組内で「ねんき
んの日」を紹介

・管内中学校へ年金ポスターコン
クール応募の電話勧奨

・管内中学校へ年金ポスターコン
クール応募の電話勧奨
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３．令和３年度事業計画（案）

○ 重点項目

テーマ 概 要

地域や各団体等における年金制度説明会開
催の拡充

（実施継続）
各関係機関（団体）及び市町村等と協力・連携を図りながら、地域や事業

所等における年金制度説明会の開催および講師派遣を積極的に実施して
まいります。

（強化取組）
非対面型のオンラインによる年金制度説明会の開催に伴う事業所への周

知、広報等を積極的に行ってまいります。

教育関係機関とのネットワークの強化による
年金セミナー開催の拡充

（実施継続）
県教育委員会や高等学校長協会等と協力・連携を図りながら、各高等学

校でのセミナー開催について昨年度を上回るよう、アプローチを積極的に
実施してまいります。また、セミナー開催が低調な地域への地域年金推進
員を活用したアプローチも引き続き展開してまいります。

（強化取組）
非対面型のオンライン又は動画による年金セミナーの開催、未実施大学・

専門学校へのアンケート調査結果の活用、年金ポスターコンクールのＰＲと
併せた中学校へのアプローチを行い、開催拡大へ結び付けてまいります。

年金委員の委嘱拡大及び活動支援の強化

（実施継続）
各関係団体との協力・連携および全年金事務所における複数回の文書

勧奨により委嘱拡大を図るとともに、積極的な各種研修会の開催、情報提
供により年金委員の活動支援の強化に努めてまいります。

（強化取組）
地域型年金委員が活動しやすい環境を整えると共に、年金委員制度お

よび活動内容の周知による委嘱拡大も図るべく、市町村との連携強化に向
けた取り組みを積極的に進めてまいります。
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○令和３年度岩手県地域年金展開事業計画（案）
（１）地域連携事業

（継続取組）

自治体、社会保険労務士会等、関係機関（団体）等と連携した年金制度の周知・啓発の実施

① 自治体との連携
・ 市町村の広報誌や行事等を通じた年金制度の周知
・ 市町村向け広報誌「かけはし」の発行（奇数月）
・ 市町村の国民年金担当職員に対する研修・打合せ会等の充実（令和３年度目標：１０回以上）

② 岩手県社会保険労務士会との連携
・ 社会保険労務士会との定期的な打合せの実施（毎月）
・ 街角の年金相談センター盛岡（オフィス）との定例会議の実施（年６回）
・ 社会保険労務士会主催の会員を対象とした研修会等への講師派遣

③ 全国健康保険協会岩手支部との連携
・ 年金委員委嘱拡大に向けた連携した取り組みの実施
・ 各種研修会等の共同開催の実施（令和３年度目標：盛岡地区２回、それ以外各１回以上）

④ 岩手県社会保険協会との連携
・ 岩手県社会保険協会主催による研修会等への講師派遣
・ 上記研修会等においての年金委員制度の周知、委嘱への協力依頼
・ 「社会保険いわて」への記事提供（年６回）

⑤ 岩手県年金協会との連携
・ 岩手県年金協会主催による研修会等への講師派遣
・ 上記研修会等においての年金委員制度の周知、委嘱への協力依頼

⑥ 岩手県商工会議所連合会及び岩手県商工会連合会との連携
・ ポスターの掲示及びリーフレットの設置依頼
・ 会員様を対象とした研修会等への講師派遣

⑦ 報道機関等との連携
・ 各地域のケーブルテレビやＦＭ局等との連携を図り、地域住民への公的年金制度の周知

（強化取組）

・ オンラインによる年金制度説明会の開催及び企業へのアプローチ

・ 関係機関との協力連携によるイベント実施の拡大

・ 電子申請の義務化に伴う説明会等における企業への周知・利用勧奨
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（２）年金セミナー事業
（継続取組）

岩手県教育委員会や高等学校長協会等の協力を得て、高等学校や中学校及び大学・専門学校等での年金セミナーを
実施するほか、出張相談会の実施により、年金制度の内容や重要性について学生・生徒に周知

① 高校生・中学生への年金制度の周知
・ 岩手県教育委員会、高等学校長協会、各学校等の協力を得ての年金セミナー実施
・ 教育関係者による社会保障制度の周知・啓発を行うネットワーク作り
・ 地域年金推進員による効果的な年金セミナーの実施（令和３年度目標：高等学校３０校以上）

② 大学・専門学校生への年金制度の周知と学生納付特例等の届出勧奨
・ 各学校の協力を得て、年金セミナーの実施
・ 学生納付特例にかかる各学校構内でのポスター掲示、パンフレットの配布
・ 各学校構内における学生納付特例等相談会の開催

③ 地域年金推進員制度
・ 訪問や電話でのアプローチ（令和３年度目標：アプローチ４４校以上）
・ 反応があった学校へ出向き、実施に向けた打ち合わせ
・ 学校側からのオーダーも踏まえ、年金セミナー資料の修正・追加のアドバイス
・ 学校で年金セミナーを実施
・ 集計したアンケート結果を確認し、学校へフィードバック

④ 「わたしと年金」エッセイ募集
・ 一般、学生（中学生以上）を対象にエッセイを募集（令和３年度目標：１５名以上）
・ 各教育機関、自治体、報道機関等の関係団体への募集にかかる協力依頼
・ 年金セミナー開催と連動した効果的な協力依頼
・ 図書施設、主要公民館、コミュニティセンター等へのポスター掲示依頼

⑤ 第２回岩手県年金ポスターコンクールの開催
・ 岩手県内の中学生を対象に年金をテーマにポスターを作成してもらう中で、公的年金を

身近に感じていただき公的年金制度への参加意識を醸成することを目的

（強化取組）
・ オンラインによる年金セミナーの開催
・ 年金セミナー未実施大学・専門学校へのアンケート調査結果を活用したアプローチ
・ 中学校への年金ポスターコンクールのＰＲと併せたアプローチ
・ 「わたしと年金」エッセイ募集にかかる周知協力機関の拡大
・ 保護者に対する年金セミナー開催に向けたアプローチ
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（３）地域相談事業
（継続取組）

市町村、公共施設、商業施設等での出張年金相談の実施及びハローワークとの連携による国民年金手続き等の周知

① 年金相談の充実

・ 遠隔地の市町村や商工会等の協力を得て出張相談会を実施

・ 関係機関（団体）等からの要請による出張相談の実施

・ 商業施設等を利用した出張相談の実施

・ 社会保険労務士会への委託による年金相談の充実

② ハローワークにおける国民年金手続き等の周知

・ 雇用保険受給者説明会等における講師派遣

・ 離職後の国民年金手続き等パンフレットの設置

（強化取組）
・ 産業まつりにおける出張年金相談の拡大

（４）年金委員活動支援事業
（継続取組）

職域型年金委員、地域型年金委員の協力による厚生年金被保険者や地域住民等へのチラシ配布など公的年金制度の啓発・
普及の取組みを強化する支援

① 年金委員への支援および情報提供等
・ 年金委員を対象とした研修会の開催と内容の充実
・ 年金委員への積極的な情報提供
・ 職域型年金委員向け広報誌（職域型年金委員つうしん）の発行（年４回）
・ 地域型年金委員向け広報誌（支えあい～年金委員だより～）の発行（年３回）
・ 地域型年金委員連絡会の定期的な開催

② 全国健康保険協会岩手支部との連携

・ 全国健康保険協会岩手支部との連携を強化し、医療・年金一体となった制度周知

37

国民年金手続きに関するリーフレット



③ 岩手県社会保険委員会連合会および岩手県年金協会との連携

・ 岩手県社会保険委員会連合会と連携し、職域型年金委員を対象とした研修会・説明会の実施

・ 岩手県年金協会と連携し、地域型年金委員を対象とした研修会・説明会の実施

④ 年金委員表彰伝達式の開催

・ 岩手県社会保険委員会連合会、全国健康保険協会岩手支部、岩手県社会保険協会との共催による年金委員表彰伝達式

の実施（令和３年１１月２５日（木）開催予定）

⑤ 年金委員の委嘱拡大（令和３年度目標：職域型２，３５２名、地域型８８名）

・ 職域型年金委員設置事業所及び未設置事業所への文書又は電話による推薦依頼の実施

・ 岩手県年金協会、岩手県社会保険労務士会及び市町村への地域型年金委員の推薦依頼の実施

（強化取組）
・ 地域型年金委員活動の活性化および委嘱拡大に向けた市町村との協議・協力依頼の推進

（５）その他
（継続取組）

・ 「ねんきん月間」及び「年金の日」におけるチラシ配布並びに産業まつり等における出張年金相談所の開設
・ 「予約相談」、「ねんきんネット」利用者拡大に向けた各事務所内及び外部へのＰＲ活動の積極的な展開
・ 岩手県地域年金事業運営調整会議の開催（年２回/７月及び1月の予定）
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